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一方、付力目的部分とは、梗概 (アルグメントゥム)、 前口上 (プロログス)、









































は「ヒュポテティコス (梗概的)」 と呼ぶ。「ヒュポテシス (梗概)」、「ヒュポケ
















に「ディプロソー ポス (登場人物が二人)」 の前日上を作つたが、ルクスリアと
イノピアという登場人物G。は若者の自堕落にふさわしいから、もちろんそれを













































































































































































































































die Z万あ激″″s`腸″1:Buch l und 2,Herausgegeben,ibersetzt,eingeleitet und




に関しては、ProlegOmena de∞moedia I,V lhrsgo W」ヽ～




















ろう。Prolegomena de comoeとaV 13のapparatus crlttusを参照。
(6)Prolegomena de comoedia v 15‐16.






(11)PrOlegomena de comoedia I,11-31.
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(14)Prolegomena de comoedia I,29‐31.この喜劇は、アリストパネスの『アイオロ
シヨン』とともに、同時代人に対する個人攻撃を含んでいないところからして、中
喜劇を先取りするものと見なされている。
(15)Prolegomena de comoedia I,22‐31 P tae Comici Graeci vol Ⅲ 2,pp
33‐34.
(16)当該個所は目下のところ不明である。
(17)Prolegomena de comOedia I,18‐19.ただし、この逸話はクラティノスではなく
エウポリスに関して語られている。スカリゲルの記憶違いであろう。
(19こに挙げられている古喜劇の詩人の リス トは、アルキッポスを除き、











































































































































































































































(125)スカリグルは、自著『公開訓練集 (Exote五cae exerctationes)』の第 67‐69
章を念頭に置いているものと付度される。
(126)三歩調の踊りeripu“are)とは、マルス (軍神)を称えるために司祭が執り
行う踊りである。
(127)arsとnaturaの対立はしかし、以下で述べられるように、アンティストロポ
スにおいて逆回転が起こることにより、解消されるのではないかと思われる。
(120dポルックス『オノマスティコン』4,53,18
(129周天 epicychoとは、太陽、月、星辰が天球上の軌道を一周することである。
(130スカリゲルは、アンティストロポスとアンティストロペーを同義語として用
いている。「他の人々」が誰を指すのか不明である。
(131)これは、ヘパイスティオン『詩論』4,4の誤解に基づく。
(132)スカリゲルは、「面と向かつて」という意味で、アンティプロソー ピスティな
る語を使用しているが、これには古典的な典拠が欠落している。こ ヘパイスティ
オン『詩論』8,1.
(133)ポルックス『オノマスティコン』4,111パラバシスを七つの部分に区分けす
る以下の論述については、ポルックス『オノマスティコン』4,112.およびヘパイ
スティオン『詩論』8,2.を参照。
(134)アリストパネス『蛙』323‐459.
(135)ポルックス『オノマスティコン』4,109.
(136)パラという接頭辞は「～の横に」という意味であるが、パラコレー ゲーマや
パラスケーノンが、スカリゲルが想定している事柄を指示しているということにつ
いては、古典的な典拠が欠けている。
(137)semichorusはスカリゲルによる造語か。こ ポルックス『オノマスティコン』
4,107.
(138)ポルックス『オノマスティコン』4,107アンティコリアは、半合唱隊が交互
に歌を返す応答歌である。
(139)ポルックス『オノマスティコン』4,107
(140)この語の意味は理解不可能である。ポルックス『オノマスティコン』4,106
においては、アリステロスタテースに対する欄外註として、ライオスタテースなる
語が伝承されているが、いずれにしても語義不明である。
(141)この一文は、意味不明である。すなわち、ガレノスの名においてエンカルシ
オグランモスなる書物は伝承されていないし、ラウログランマトスという語も語義
不明である。
(142)『籠』と題する喜劇の詳細は一切不明。
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(143)アリストパネス『蛙』では、蛙からなる合唱隊と秘儀者からなる合唱隊の二
組が登場する。
(144)ポルックス『オノマスティコン』4,106
(145)プラウトゥス『ペルシア人』159.
(140アリストテレス『詩学』26,1461b32.
(14つエウアンティウス『喜劇論』5,2
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